
工学部機械システム工学科

菅　康志

卒業するに当たって、今一番に思うこと
は「新潟大学に来て本当に良かった」とい
うことです。友達にも恵まれ、環境にも恵
まれ、食べ物にも恵まれました。部活にも、
そして部活の仲間にも恵まれ、４年になっ
て研究室にも恵まれ、毎日とてもやり甲斐
のある生活をおくることができました。更
にこの大学に来て、以前に増して自ら考え
自ら学ぶ姿勢、自らを管理する能力、自ら
実行する能力を身に付けることができまし
た。何もかもこの新潟大学から頂いたよう
な気がします。そんな頂いてばかりの生活
でしたが、頂いたというよりも自ら取りに
行ったと言っても過言ではありません。自
ら取りに行かなければ得るものも何も無か
ったですし、何かを得るために努力するこ
との大切さをこの４年間で学ぶことができ
ました。４年間、自分を育ててくれた新潟
大学に感謝し、これからも日々努力して充
実した生活をおくっていけるよう頑張りた
いと思います。有難う御座いました。

農学部応用生物化学科

井戸　一博

楽しい時間は早く流れるというが、本当
にあっという間の４年間であった。
学生生活を振り返って印象に残っている
ことというと、炎天下の中の部活や、毎日
夜遅くまでいた研究室での日々、仲間と美
味い酒を飲んだこと、教育実習でのこと、
教員採用試験に受かった喜びなどが思いだ
される。辛いこともたまにはあったが仲間
に支えられてどれも楽しく充実したもので
あった。
そんな４年間に出会った人々との体験か
ら学んだ中で一番大きなことは、尊敬し合
う気持ちの大切さである。人との関係で好
きとか嫌いとかいう情は大事だけど、情だ
けだったら流されたり、その情故にお互い
の感情が歪むことだってある。友達同士で
も、親子の中にでも、恋人同士でも、教師
と生徒との間にも、尊敬し合う気持ちがあ
れば仲がもつれたりせず、常にとてもよい
関係をつくることができる。
これから教員になるにあたり、尊敬し合

7 CampusForum151号

４年間に出会った人々との体験から学んだ中で
一番大きなことは、尊敬し合う気持ちの大切さである。

何かを得るために努力することの大切さを
この４年間で学ぶことができました。
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おうとする意思を持ち続け、新潟大学での経
験を生かし、熱く、楽しく、良い教師になれ
るよう努めていきたいと思う。

大学院自然科学研究科

冨本　和也

大学院博士前期課程２年間
の研究は、私のこれまでの学
生生活の中で最も有意義なものであった。私
が研究に携わる中で最も面白いと感じたの
は、データ集め、実験・検証するうちに、当
初の仮説を否定するような結果がしばしば得
られることである。手順を何度も確認しつつ、
いろいろと条件を変えて実験しても仮説に合
わないその「誤った」結果が出てしまう。そ
こで発想を変え、その実験結果に合う、別の
仮説を模索したところ、これをうまく説明で
きる、より興味深いアイデアに行き着いた。
必ずしも当初の目的どおりにならない、とい
えば言葉は悪いが、これは裏を返せばもっと
面白く、興味深いものに化ける可能性がある、
ということでもある。この点が私の感じた
「研究」の魅力であった。前期課程を卒業後、
私はさらに３年間の後期課程に進学するが、
今後も研究に、後進の指導により一層努力し
ていきたい。

大学院現代社会文化研究科

平野　美樹子

大学院１年目の2001年12月､アメリカによ
る空爆によりパキスタンに流入したアフガン
難民救援のため､急遽国際赤十字赤新月社連
盟（以下､連盟）の医療要員としてアフガニ
スタン国境の町に派遣されることになりまし
た。
現地派遣にあたり国境付近の山岳地帯には
アルカイダの要人が身を潜めているという報
道もあり､現地のセキュリティに関する漠然
とした不安がありました。加えて派遣にとも
なう研究計画への影響も大きな不安材料でし
た。
セキュリティに関しては連盟を信頼するし
かないと心を決め､また学問をとるか実践を
とるかの迷いには､両方を取ろうという欲張
りな選択をすることにしました。結果として
派遣の中で見出されたことは､そのまま研究
テーマに活かされることになりました。
社会人ということで夕方にしか受講できな
いという時間的制約も、指導教官の山崎先生
ほか諸先生方や大学院生の皆様のご理解とご
協力のおかげでなんとか乗り越えることがで
きました。本当にありがとうございました。
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研究に携わる中で最も面白いと感じたのは、
データ集め、実験・検証するうちに、
当初の仮説を否定するような結果がしばしば得られることである。

国際赤十字赤新月社連盟の要員と共に（パキスタン･クエッタ）
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